ラフマニノフ ノ カラシダネ : オト ノ エ サクヒン 39 オ カザル セイサンダ ノ イミ by 土田 定克 & Sadakatsu Tsuchida































































































第 2番 イ短調 Lento	assai
第 3番 嬰ヘ短調 Allegro	molto
第 4番 ロ短調 Allegro	assai
第 5番 ホ短調 Appasionato
第 6番 イ短調 Allegro
第 7番 ハ短調 Lento
第 8番 ニ短調 Allegro	moderato















































































































































































































































































































































　譜例 10　ラフマニノフ　絵画的練習曲集「音の絵」作品 39 －９　第 88 小節～第 90 小節
　元々、この終曲では「聖三打」が「３回連続」することは多い（第23、25、《32、33》、39
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　聖三打が頻出するこの曲において、その頂点（＝最重要箇所）が戴くただ一つの冠、即ち強
奏和音による「三
4
連打が三
4
音域で三
4
回」という三一性の三重の確証は、かの「24の前奏曲」
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土田：ラフマニノフの芥子種
の終曲の頂点と同様、作曲家の信じる最高の理念として、あるいは「神の力」の勝利として、
強調されたに違いないと考えられるのだ。30
Ⅵ　結論
　ラフマニノフは苦渋に満ちた状況下、不撓不屈の精神とその拠り所を作品に託した。８曲も
連続する重苦しい短調は、作曲家の現況を語る上で不可欠だった。またその精神的苦痛を一気
に覆す終曲の存在感を増す上で、しばし“過重な忍耐を強いる”必要もあった。雨天が続くほ
ど晴天は有り難く、トンネルは長いほど外の光が眩しい。これは主の言葉、「私の力は弱さの
中でこそ充分に発揮されるのだ」（コリント二12：９）の意味の、見事な音楽的表現である。
　終曲の鐘とその全曲を穿つ聖三打は、「神の力」の闡明、或いはその力への信仰と希望であ
る。曲頭にTempo	di	marcia（行進曲の速度で）と明記されている以上、聖三打の行進である。
言い換えれば聖なる行進、聖なる行軍 31 である。ここに、ようやく射した光（長調）に隠れた
ラフマニノフの本心がある。呑み込んだ涙と、傷だらけになっても倒れまいとする雄々しい姿
がある。交響曲第1番に掲げた「讎
あだ
を復
かへ
すは我
われ
に在
あ
り、我
われ
報
むく
いん」（ローマ12：19）の神に全
てを委ね、ラフマニノフは耐えているのだ。決して自らは報いず、ただ正義の勝利と来るべき
神の王国に望みを置き、その苦しみの向こう側に永存する光を見据えているのだ 32。これぞ真
の騎士、Noblesse	oblige33 の化身である。このような視点に立てば、本作品の謎が解ける。そ
してこの作品の、感動が分かる。34
　音の「絵」で“芥子種”を描いた作品39は、結果的に母国への置土産となった。ラフマニ
ノフは母国ロシアに、忘れてはならないロシア魂を残していった。その愛すべき大地に、自分
が大事にしていた小さな真実を植えていった。彼の残した芥子種は今もそれを聴く人々を勇気
付け、さらに大きな木へと成長しつつある。35
　人の心の中の問題を、環境や状況のせいにすることは多い。確かに苦境は人を圧し、人の生
きる力を奪う。だが「陰惨な」（Lugubre）苦境の中でさえ、あるいは絶望的な苦しみの中で
こそ、人は真の希望を持って強く歩めることをラフマニノフは「音の絵」に描いた。信仰は、
条件を求めない。神は信じる者に苦境を凌駕する力を与える。「芥子種ほどの信仰があれば、
30	これに続く「教会の鐘」の連打（第92 ～ 93小節目）も、全音域に及び「聖なる力」の凱旋を象ってい
る。
31	ちなみに正教会では武力を絶対悪とは考えない（正当防衛を認める）。福音書によれば、授洗者ヨハネ
も兵士の武力自体は否定していない（ルカ3：14）。ソロヴィヨフの『三つの会話　戦争・平和・終末』
参照。西洋音楽では武力やその精神を「霊的な力」としてよく表す。例：F．リストの超絶技巧練習曲
Wirde	Jagd。通称「狩り」は誤訳。辞書では「幽鬼の軍勢」（『新現代独和辞書』三修社、1997年、
1553頁）となる。また、正教の信仰は「光栄から光栄への行進」であるため、その生活は「永遠の行進」
である。
32	この点、ハリソンの「感情のかなりの多様性に目を向け」るべきという指摘と一致する。
33	直訳「高貴さは義務を課す」。開高健による意訳「位高ケレバ務メ多シ」。
34	ラフマニノフが耐えた途方もない辛さは、以後10年間、一音たりとも作曲できなかった事実が示して
いる。
35	ロシアでは古来より習俗的に「救いは東から来る」と言われてきた。だから〈東方行進曲〉（ロシア語
の「東洋的」と「東方」は同一単語。例：「東方正教会」と訳すが「東洋的正教会」とは言わない。）と
呼ばれるこの終曲は「革命時に聖ロシアの復活（＝東方の勝利）を予言した曲であり、その予言は既に
成就した」という解釈もある。また、「来るべき神の国の到来を予言した曲」という解釈もある。
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山をも移すことができる」ことを、「音の絵」作品39は物語っているのである。36
36	本稿の作品理解は単に解釈の問題ではなく、演奏法に直結する問題である。主要動機が響かなければ作
品は輝かない。演奏家は主要動機を見抜き、その意味を然るべく表現しなければならない。一例として
「音の絵」作品39－ 9、第75小節目以降、「１拍目裏」から「２拍目頭」の聖三打は、ここより盛り上
がる動機を明確に示すため、絶対に他音型と区別すべきである。ここでは「１拍目裏」でペダルを放し
「２拍目頭」で踏む。これらの問題点は、今後の課題として別稿を待ちたい。
謝辞
　本稿は平成28年 11月、ハバロフスクで開かれた天皇誕生日レセプションの前日に天啓のごとく要旨が閃い
たものである。
　当地への招聘を賜った在ハバロフスク日本国総領事館の山本広行総領事ご夫妻はじめ、お世話になった松本
映子さん、並びに関係者の方々にこの場を借りて改めて御礼を申し上げたい。
　また、学科行事日にも拘らず渡航をご許可下さった天間環学科長（当時）はじめ、本学子ども学科の同僚各
位にも日頃からのご理解とご協力に感謝したい。
引用文献
１）	С.	Рахманинов.	Литературное	наследие	в	3	томах.	Составление,	редакция,	предисловие,	
комментарии	и	указатели	З.	А.	Апетян.	Издательство	«Советский	композитор»,	Москва,	
1978.
２）	C.	B.	Paхманинов.	Альбом.	Москва	«Музыка»,	1988.
３）	『新音楽辞典　楽語』音楽之友社、淺香淳（他）編、昭和52年。
４）	『新現代独和辞書』三修社、ロベルト・シンチンゲル（他）編、1997年。
５）	土田定克『ラフマニノフを弾け』アルファベータブックス、2016年。
６）		一柳富美子『ラフマニノフ　明らかになる素顔』東洋書店、2012年。
７）	マックス・ハリソン『ラフマニノフ　生涯、作品、録音』音楽之友社、2016年。
